
エ ス ト ニア現代史をめ く、 る論争

オ ラ フ ・ メ ル テル ス マ ン

エス ト ニア現代史、 特に1939年から53年の歴史はしばしば、 幅広い論争的話題につ

いて議論する機会を政治家やジ ャーナリ ス ト に与えてお り、 それらが感情的重石 と な っ

て、 今日のロ シア と エ ス ト ニ ア と の関係に影響 を及ぼ し てい る。 それらの論点は多 く

の神話と 伝説、 明白な捏造 を含んでお り、 なかにはま じめな歴史家によ って しばしば

引用 さ れる ものも ある。 現代史をめぐ る論争は双方の社会を巻き込んでお り、 一見 し

た と こ ろでは、 それらの事件をめぐ る 「エ ス ト ニ ア的」 解釈 と 「ロ シア的」 解釈が存

在す るかのよ う な印象 が強 い。 異 な る記憶の文化が一役買 っ て い る よ う に も思 え る。 

しかし実際は、 学問的研究の場では架橋不能なほどの対立が存在するわけではない。 

われわれがこ こ で扱 う のは、 歴史 をめ ぐ る対立で あ って、 専門的歴史家のあいだの対

立 ではない。 も ち ろ ん、 それほ ど質 の高 く な い無名の歴史家 のなかには、 ジ ヤー ナ リ

ステ イ ツク な文書で論争 に加わる者 も いる し、 議論 を沸騰 さ せる ために政府に雇われ、

金 を受け取 る者 も時 にはい る。 こ の論争 のなかで、 も っ と も重要 な論点は どのよ う な

も のなのだ ろ う か。 単 な る列挙に と どま るか も し れな いが、 以下 の諸点 を挙げ る こ と

がで き る だ ろ う 。 

①1934年に確立し た戦間期権威主義体制の性格

こ の体制は、 どのよ う に権威主義的 ない し独裁的 だ っ たのだ ろ う か。 フ ァ シス ト 体

制に近 く 、 ドイ ツ寄 り の ものと し て特徴づけ られる場合 も ある。 こ の点は、 エ ス ト ニ

アが1940年8月に ソ連邦に自発的に加入 し たと主張する場合に、 重要な側面 をなす も

のである。 他方、 エ ス ト ニ アで民主主義の放棄 さ れたのは1940年ではな く 、 それに先

立つ 6 年前のこ と であ った。 権威主義体制を矮小化し よ う と する傾向も存在する。 

②1939年と1940年の事件

ソ連期とは異なり、 独ソ不可侵条約秘密議定書の存在が否定さ れるこ とは、 今では

もはやない。 だが、 1939年のソ連軍部隊の進駐と1940年のソ連邦への併合は、 引き続

き論争の的 と な ってい る。 歴史家 と し て私は、 エ ス ト ニ ア と ロ シアの文書館にある既
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知の文書から得 られる解釈の方向性は一つ しかあり えない、 と付け加え るべき であろ

う。 1939年のソ連軍部隊進駐は、 ソ連邦がすでにポーラ ン ド東部に侵攻 し た後の恫喝

と脅威の結果であ った。 1940年夏には、 ソ連によ る二度日の最後通牒が発せ られた し、

駐留兵士数の増大は、 実際上、 軍事占領であ った。 ソ連に友好的な傀儡政権が樹立 さ

れ、 1940年 8 月の併合は民意に反して生 じたものであった。 重要なのは、 1939年から

41年の事件だけではなか った。 エ ス ト ニ ア側は1991年ま で継続 さ れる ソ ヴイエ ト によ

る占領と捉え、 モ スク ワ側は 「下からの革命」 ない し自発的加入 と い う古い神話を し

ば しば利用するが、 こ れら に対 し てわれわれは、 双方の解釈 を その政治的文脈の中で

見 な け ればな ら な い。 

③ ドイ ツ によ る占領、 対独協力、 ホ ロ コ ー ス ト

1941年か ら44年 にかけてエ ス ト ニ アは ド イ ツに占領 さ れた。 居残 って いたほと ん ど

すべてのユダヤ人がこ の時期に殺害 さ れ、 地域住民がこ れに手 を貸 し た。 こ の事実に

は疑う余地はないし、 エ ス ト ニア人の歴史家と特別国際委員会がこ の件について調査

を実施 し てい る。 ロ シア側は、 戦後のス タ ーリ ン主義的迫害の広がり を ど う にか正当

化する ために、 対 ナチ協力やホロ コ ー ス ト 関与 を利用 し てい る。 ドイ ツ人がバル ト 諸

国における 「自然発生的ポグロ ム」 に着火するこ と を望んでいたこ とは、 「行動部隊」

報告書か ら判明 し てい る。 だが実際にはエ ス ト ニ アでは、 こ れは発生 し なか った。 多

く のエ ス ト ニ ア人は [対ナチ協力 を ] 「よ り小 さ な悪」 だ と論 じ てい る。 迫害の規模

は、 ス タ ー リ ンの も と よ り ヒ ト ラ ーの も と のほ う が小 さ か ったのだが、 だか ら と い っ

て、 武装 S S に属 し て闘 ったエ ス ト ニ ア人 を 「自由の闘士」 と みなすこ と がで き るだ

ろ う か。 こ の件は、 なお論争中で あ る。 

④戦争終結一解放か再占領か

エ ス ト ニア人にと って1944年の赤軍到来は、 1991年まで継続される ソ連によ る二度

日 の占領の始ま り と 見な さ れてい る。 ス タ ー リ ン期には過剰な テロ ルが行使 さ れた。 

実際、 1944年から45年にかけての15 ヶ月間にわた って、 最大級の粛清の波が発生し た。 

スタ ーリ ン期の政治的理由によ る逮捕の 4 分の 1 以上がこ の時期に起こ ったのである。 

他方、 ロ シア側にと って1944年は、 ナチ ス占領からのエ ス ト ニ アの解放 を画する年で

あ っ た。 

⑤ ス タ ー リ ンの テ ロル

スタ ーリ ンがエ ス ト ニ アで行使し た手段には迫害、 粛清、 拷問、 無実の人々の逮捕、
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大量強制移住、 大量殺害、 民族浄化、 民間人に対する犯罪が含まれた。 一般に、 ロ シ

ア側公式機関 も ス タ ーリ ン主義の犯罪性は否定 し て いない。 それらは、 記憶の文化 と

ナ シ ョ ナル ・ アイ デ ン テ イ テ イ の中核的 な事柄 と な っ た し、 特 に大量強制移住は そ う

で あ った。 テロルの規模は論争中で あり、 犯人 を追跡すべき か ど う かと い う 問題 もあ

る。 スタ ーリ ン的な殺戮者と大量強制移住の組織者はエ ス ト ニ アで訴追 さ れう る し、

何件かの有罪判決がすでに下 さ れた。 他方、 その人物がロ シア側で 「反 フ ァ シス ト 抵

抗者」 と 呼ばれる場合があ った。 

⑥記念碑その他の記憶の場

エ ス ト ニ アでは多 く の墓地やほと んどすべての街で、 ドイ ツからの解放者の記念碑

や、 それ以外 に も ソ ヴ イ エ ト 的意味 をは ら んだ記念碑が見 ら れる。 その絶対数の多 さ

を考え る と、 ス タ ー リ ン主義 の犠牲者や ド イ ツ側に与 し た人 々が自分 た ちの記念の場

を要求し、 ソ ウ' ィ ェ ト 的記念碑が除去 さ れるのは、 了解可能なこ とである。 こ う し た

文脈のなかで、 おおやけの場で過熱化 し た諍いが始ま り、 エ ス ト ニ ア人 と ロ シア人 と

のあいだの衝突 さ え生 じ て、 警察 し か手 をつけ ら れないほどの場合が時折見 ら れた。 

その一例は、 一年にわた って継続 し た タ リ ンの ソ ヴイエ ト 記念碑 [ ブロ ンズの兵士像] 

についての論議である。 エ ス ト ニ ア政府が2007年 4 月に記念碑を移動 させる意図をはっ

き り示 し た際には、 示威行動がエ スカ レー ト し、 タ リ ン旧市街での二日間にわたる暴

動にま でおよ んだ。 すでにその第一夜に政府は記念碑を撤去 し て、 それを軍人墓地に

再建するこ と を最終決定 し ていた。 

歴史的な神話 ・ 伝説 ・ 捏造はいかにし てエ ス ト ニ ア現代史に入り込んだのだろ う か。

第一に、 伝説 と神話は歴史におけ るナ シ ョ ナルな語 り につき ものの構成要素である。 

エ ス ト ニ アでは、 ナ シ ョ ナルな語 り 以外の さ ら な る要素が原因 にな っ て い る。 文書館

文書それ自体が、 必要な史料批判を抜き に読んだ場合、 その一つの理由と なる。 神話

と 伝説が存在す る も う一つの理由は研究史にある。 当初か ら ソ ヴイエ ト は、 メ デ ィ ア

その他の刊行物のなかで事件と その展開の表象を操作 し てき た。 ドイ ツ占領期には、

ソ ヴイエ ト 支配の初年についての書物が 『エ ス ト ニ ア人民の苦難の年』 と い う タ イ ト

ルの も と刊行 さ れた。 バル ト 諸国の亡命歴史家 た ちは、 母国にいる ソ ヴイエ ト 化 さ れ

た同僚と比べて、 少な く と も現代史については有利な立場にあ った し、 情報 も十分に

与え られていた。 しかし、 彼 ら もま たある程度神話や伝説 を振り まいた。 亡命歴史家

は英語や ドイ ツ語で多 く 出版 し たので、 西欧で影響力 を持つよ う にな った。 1980年代

末以降は、 エ ス ト ニ ア語の歴史書が戦争 と ス タ ー リ ン時代 を広 く 扱 う よ う にな った。 
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当初、 歴史の 「空白」 が探究さ れるはずであった。 民族主義的雰囲気が繰り広げられ、

著者た ちが 「犠牲者競争」 に参入す る場合 も ある。 新 し いナ シ ョ ナルな メ タ の語 り を

確立しよ う と努力する出版物も存在したが、 1990年代中頃以降は質的水準が上昇して

いる。 構築主義的批判は脇に置 く と し て も、 エ ス ト ニ アの研究史はこ こ で検討 し てい

る時期の扱いについて、 かな り 改善 さ れてき た。

政治は時代の影響 を う け る ものだが、 こ れもま たエ ス ト ニ ア ー ロ シア間の歴史論争

に独自の役割をはた し ている。 こ の分野では問題は、 歴史学よ り はむし ろ道具化 さ れ

た歴史政策である。 ロ シアの場合、 第二次世界大戦の勝利神話と ソ ヴイエ ト史の積極

的側面 を前面に押し出すこ と が、 アイ デ ンテ イ テ イ育成にと って重要である。 他方、

エ ス ト ニ アは独白の見方 を促進するのにき わめて成功 し た。 社会 も忘れてはな らな い

だ ろ う。 ロ シア語話者 マイ ノ リ テ ィ は、 さ ま ざま の政治 ア ク タ ーによ って道具化 さ れ

てき たよ う に思われる。 し かし、 人々は自身の記憶 と歴史理解を もつ もので ある。 各

人 それぞれの見方が神話 と 伝説 と の組み合わせや敵のイ メ ー ジを も た らすが、 われわ

れはま た、 歴史を も っ と多様に見たいと い う 要求に も出 く わす。 若い世代は年長世代

とは異なり、 後者よ り鷹揚な見方を持つ場合がよ く ある。 さ らに、 ソ ヴイエ ト支配が

終結 し たのはやっ と 1991年のこ と であ って、 その記憶は第二次世界大戦のそれと比較

し て、 なお生々し い。

エ ス ト ニ ア現代史論争は、 メ デ ィ アやイ ンタ ーネ ッ ト に も分岐 し て生 じている。 ロ

シアのホームペ ー ジのい く つかは、 「正 し い」 見方 を表現す る ための国家支援 を受け

て いる。 近年では、 例えばニ ュース配信 「 レ グヌ ム」 (www.regnum.ru/) が、 「エ ス ト

ニ アの戦争記念碑」 あ る いは 「 エ ス ト ニ ア ・ ラ ト ヴ イ ア ・ リ ト アニ ア におけ る フ ァ シ

ス ト 的態度」 と題 し た フ ァイ ルを公表 し た。 こ れらの フ ァイ ル を読む と、 エ ス ト ニ ア

その他のバル ト 諸国が プロ パ ガ ンダ的攻撃のや り 玉 に さ れた こ と が理解 さ れる。

タ リ ンの記念碑撤去 の可否が議論 さ れた際 にロ シア下 院は、 「 フ ァ シズムの プロ パ

ガ ンダ」 を支援 し ている と し てエ ス ト ニ ア当局 を非難 し た。 ロ シアの新聞雑誌では、

一部 ジ ャーナリ ス ト がロ シア語話者マイ ノ リ テ ィ の命運 を歴史論争 に関連づけ、 エ ス

ト ニ アは民主主義国家かどう かを問いかけた。 一般向け記事の中でロ シアの歴史家レ

オニ ー ド ・ ムレ ーチ ンは、 バル ト 諸国に対す るロ シアの態度 を こ う 特徴づけてい る。 

「バル ト 三国は小 さ く う ら びれたほ と ん ど フ ァ シス ト 国家 で あ り、 ロ シア を憎 み 『外

国人』 [ ロ シア語話者住民 ] を二級階級だ と 宣言 し ている。 率直に言お う。 バル ト諸

国は、 三つの理由か ら愛 さ れな い。 第一 に、 彼 らは真 っ先に ソ連 を去 っ た。 『恩知 ら

ず ! 』 第二 に、 彼 らは自分た ち を西側の一部 だ と考えて、 慌てて ヨ ーロ ッパ連合 と N 

A T O に加盟 し よ う と し た。 『敵に加勢す るのか ! 』 第三に、 彼 らは 『占領』 期間に
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ついて領土的 ・ 財政的要求 を出 し て いる。 それ以外に も何 もか もが、 ロ シア人がそこ

にい る こ と に不満 を抱 いて い る結果 なので あ る。」 '

2007年 2 月にモスク ワでは、 バル ト諸国によ る歴史告発への対応を議論するために、

歴史家 「円卓会議」 がもたれた。 こ のグループの結論 と勧告は示唆的である。 バル ト

諸国の歴史家は第二次世界大戦史を書き替え、 ソ連邦と ロ シア国民に攻撃者の役割を

かぶせよ う と し て い る、 と い う ので あ る。 ソ ヴイエ ト の 「占領」 と い う 捉え方が彼 ら

によ って強化 さ れて いる。 ロ シア政府は歴史 を歴史家任せにすべき ではな く 、 「歴史

上の重要問題にたいし て国家の政治的立場をはっき り」 と表明すべき である。 独 ソ不

可侵条約は再評価さ れるべきであり、 1989年以降の否定的評価は正 さ れる必要がある。 

バル ト の歴史家の圧倒的多数は国家に依存しており、 バル ト 諸国政府によ るエセ歴史

学的議論 と ロ シア系 マ イ ノ リ テ ィ 差別 を支援 し て い る。 言 いた い放題に さ せないため

には、 文書館へのア ク セ スが制限 さ れるべき で ある。 バル ト の歴史学研究 には教条主

義の傾向があり、 自分た ちのイ デオロ ギー的世界観に合致 し ない文書と事実 を無視し

て いる。 可能性と し て一つあるのは、 大規模な調査研究 と出版企画であろ う。 こ う し

たこ と が、 「円卓会議」 によ る提言だ ったのである 2。

エ ス ト ニア歴史委員会と歴史家、 エ ス ト ニ アの歴史と記憶の政治は、 批判 さ れて も

しかたのないよ う な機会を多 く 提供 し ている。 全出版物力方法論的に妥当な高い質 を

備え て い るわけではな い。 ロ シア と ロ シア人があま り に も否定的 な光の当て方 を さ れ

て表現さ れるこ と も しばしば見 られる。 し かし、 論争中で ソ ヴイエ ト 的捏造を用いよ

う と す る ク レ ムリ ンのやり 口は、 歴史政治の機微がよ く 理解 さ れのか ど う か、 そ う し

た疑義 をいだかせ る。

歴史論争中では政治 と伝説を後景に退かせるのがよ いだろ う。 歴史上の出来事はよ

り多 く の複雑な ものをは らんでお り、 よ り多様な解釈 を必要 と す る と い う こ と、 こ の

こ と を想起し てお く のが適切である場合がよ く ある。 特に、 1940年代と50年代の事件

や展開を歴史化するこ と だけが、 歴史 をめぐ るエ ス ト ニ ア= ロ シア間の論争にみられ

た 「交通封鎖」 を克服する機会を提供 し て く れる。 エ ス ト ニア と ロ シアの社会と政治

家 が近過去の歴史化 を で き るだけの成熟 を遂げて い るか ど う かによ って問題は異な っ

て く る。 現代史をめぐ るエ ス ト ニア= ロ シア間の対立の場合、 論争は主と して政治的

起源 を もつ と 筆者は考えて いる。

(橋本伸也訳) 

<註>
1 LEONID M LETSIN: Venemaa ja Baltimaad mineviku vangis, in: Postimees - Arvamus, 31 
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